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保健婦の専門職業能力の発達

―実践能力の自己評価に関する調査―
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目的　近年，地域保健体制の変化のなかで，自治体に働く保健婦の役割は直接的なケアの担い手

だけではなく，チームを調整し，施策化にも寄与できる能力が必要とされるようになった。

保健婦の自己評価をとおして専門的職業能力の発達の現状を明らかにし，その発展のための

在り方を検討した。

方法　対象は北海道内の行政に働く保健婦で，無作為抽出した管理職100人，スタッフ298人に対

し郵送調査を行った。有効回答数は管理職64人，スタッフ219人（初任者44人，前期中堅者

87人，後期中堅者88人）であり，回収率は管理職64.0％，スタッフ73.5％であった。調査内

容は専門的職業能力の発達とそれに関わる環境についてであった。分析の結果，専門的職業

能力の発達の実態について以下のことが明らかになった。

結果　1　実践に関しては，看護アセスメントと看護展開能力は経験年数に応じて発達している

と自己評価していた。

　2　評価に関する能力および分析・研究に関する能力は，相対的に自己評価の肯定率が低

く，経験年数との関連はみとめられなかった。

　3　施策化能力は新たに求められるようになった能力であり，経験年数にかかわらず自己

評価の肯定率は低かったが，今後伸ばしたい能力と考えている者が多かった。

　4　能力開発のニーズは高く，特に新任者は看護実践のための直接的な技術，中堅者は研

究分析の能力，管理職は評価・施策化に関する能力を伸ばしたいと考えていた。

　5　保健婦の自己研鑚に関する状況では，学会参加，研究への取組み，学習会への参加率

はいずれも低かった。

結論　保健婦の実践能力の自己評価の低さは専門職としての未成熟さが背景にあると考えられ

た。したがって専門的職業能力の発達を促進するためには，専門職として確立し，職業人と

しての自律性を高めるとともに，実践的な知識技術の体系化を図れる能力をつけることが重

要である。そのためには，系統的な卒業後の継続教育体制の確立と，教育研究機関と実践現

場との連携による実証研究の推進を基にした公衆衛生看護の理論化が今後重要といえる。
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